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休
日
に
会
社
の
地
元
の
夏
祭
り
に
参
加
し
熱
中
症

第 247 回

不動産会社の従業員Ａ（36 歳）は、土曜

日に会社の所在地にある商店会が主催する

夏祭りに、地権者との親睦を兼ねて今後の

交渉を円滑に進める目的で参加した。当日

は猛暑日となり、A はめまい、倦怠感など

の症状が出て、その場で倒れ込み、近くの

病院へ救急搬送され、熱中症と診断された。

祭りは準備を含めて土曜日の早朝から行わ

れており、Ａは、前日の遅くまで仕事をこ

なし、当日もなかなか休憩が取れず、普段

の疲れなどから熱中症となった模様。

土曜日の祭りに参加して熱中症を発症し

病院に搬送されたことから、業務遂行性の

有無についての確認に数カ月を要したが、

地元の地権者と今後の交渉を円滑に進める

ことが目的であり、業務命令により参加し

たものと認められ、業務上と判断された。

労災認定となる「業務災害」とは「労働

者の業務上の負傷、疾病、障害または死亡」

で、「業務上」であるかの判断は災害が業

務に起因し（業務起因性）、災害が業務の

遂行中に発生＝労働者が事業主の支配ない

し管理下にある状態で発生したものである

こと（業務遂行性）が必要とされている。

業務災害が生じたときに、労働者に対して、

労働者災害保障保険法に基づき、国から一

定の保険給付がなされるが、そもそも「業

務上」の災害なのかどうかについて、判断

が難しい場合がある。

今回のケースも「休日」に祭りに参加し

た際の傷病であること、また、就業の場所

として祭りの行事参加が業務に当たるかど

が

え
る
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うかということで、確認と判断に数カ月が

掛かっている。

一般的に「就業の場所」とは業務を開始

し、または終了する場所となっている。

具体的な就業の場所には、

　・本来の業務を行う場所

　・物品を得意先に届けてその届け先か

ら直接帰宅する場合の物品の届け先

　・全員参加で出席扱いとなる会社主催

の運動会の会場など

が当たる場合は、業務災害に認定される。

A の祭りへの参加が、「任意」の祭りの

参加だった場合は、業務上にはならなかっ

た可能性がある。本来休みの土曜日に祭り

に参加することが業務遂行性があるかとい

うことがポイントとなる。祭りに参加とい

うだけでは、業務ではない。また、土曜日

に開催されたということも一社員の自由意

思により行われたとのではないかと労働基

準監督署に推察され、認定に時間が掛かっ

た原因と考えられる。

今回、業務災害と認定されたのは、祭

りが開催された場所において、会社が抱え

ている継続した近隣交渉案件が行われてお

り、地権者との折衝は開発業務に欠かせな

いこと、その一環としての祭りに参加した

ということで、業務命令があったことが確

認され、さらに A の祭りへの参加はあくま

で主催側で（祭りを楽しむためではない）

業務遂行性も認められると認定されたもの

である。

なお、熱中症とは、労働基準法施行規則

第 35 条別表第１の２に、物理的因子によ

る疾病の中の 8 として「暑熱な場所におけ

る業務による熱中症」として定められてい

る。

Ａが熱中症を発症したとき、天気は晴

時々曇り、外気温は 27℃、湿度 70％程度、

不快指数もかなり高い状態であった。Ａは、

午前８時ころから祭りの準備を行い、約１

時間、祭りのチラシの配布に従事、その後

ダンスなどを踊ったころから徐々に体調不

良となり、14 時過ぎから、全身倦怠感、め

まい、けいれんなどがひどくなったため、

同僚によって病院へ救急搬送されそのまま

入院となった。

労働基準監督署は、Ａの普段の健康状態

についてヒアリングを行ったが、既往症で

の受診歴はなく、健康診断の結果でも発症

に関係する所見は特になかった。また、飲

酒、喫煙などの他の危険因子についても、

飲酒は少量で、喫煙の習慣もないため、熱

中症の原因とまでは言えなかった。以上の

状況を総合的に判断して、Ａの熱中症は、

その発生状況と医師の診断に対して、特段

の反証もないため、業務起因性を認めるの

が相当と判断された。

熱中症は重症化すると死に至ることもあ

る傷病である。猛暑日の屋外や密閉した空

間で労働者に作業を行わせる場合は、適度

な休憩と定期的に水分・塩分を摂取させる

ことが、管理者（＝会社）の安全配慮義務

となる。　
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